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デジタル海底地震計とエアガンを用いた散乱体分布の推定

Location of a scatterer deduced from ocean bottom seismograph experiment
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我々は、1 9 9 8年に北海道積丹半島北西沖でエアガンを震源として用いた地殻構造探査によって得られた波形記
録に、センブランス解析を行うことにより後続波から散乱体分布を推定することを試みた。この結果、水中直達
音波、海底下の反射面からの反射波に対応する部分の後にも大きなセンブランス値をとる波群が到達していた。
この波群を散乱波と解釈し、一次散乱を仮定して散乱体の位置を推定したところ、海底地震計から南西に約5.7km、
海底から深さ約6 . 2 k mのところに求められた。今回推定された散乱体は小規模な海底断層かもしれない。散乱波の
解析を行うことにより、より現実的な地殻不均質構造を推定することができるようになることが期待される。

北海道大学では、これまでアナログ海底地震計が主に使用されてきた。しかし、アナログ地震計は振幅の再現
性に乏しいので、基本的には地震波の走時しか解析に用いることができなかった。一方、デジタル海底地震計は
ここ数年様々なトラブルに悩まされてきたが、それらに対処することにより、やっと昨年から解析に使えるよう
なデータが取れ始めた。デジタル海底地震計によって得られたデータは波形も使えるので、これまでにできなか
ったような解析が可能になることが期待される。我々は手始めに、1 9 9 8年に北海道積丹半島北西沖でエアガンを
震源として用いた地殻構造探査によって得られた波形記録に、センブランス解析を行うことにより後続波から散
乱体分布を推定することを試みた。

観測は1 9 9 8年1 0月9～2 2日に、北海道積丹半島北西沖で海底地震計2 7台と1 7リットルのエアガン2基を用いて行
われた。センサーは固有周波数4 . 5 H zの3成分速度型のものを用い、解析に使用したデジタル海底地震計では、サ
ンプリング2 5 6 H zで連続記録した。エアガンは船速5ノットで6 0秒間隔で発振し、ショット間隔は約1 5 0 mである。
また、ハイドロフォン・ストリーマーを用いたシングル・チャンネル反射法探査も同時に行った。

解析には、直交する2測線の交点に設置した海底地震計の連続記録から、その周囲のショット1 0点をショットア
レイと見なして波形を切り出し、時刻の較正を行った後センブランス値を計算した。アレイの口径は約6 0 0 mであ
る。解析は上下動成分の記録に、5～4 0 H zのバンドパスフィルターをかけた後、海底地震計投入地点を地震計の位
置と仮定して1次元センブランス値を計算し、2つの1次元センブランス値が同時刻に大きい値をとる時、1方向に
進行する波群が到来したとみなして2次元センブランス値を計算した。その際、海面と海底での多重反射の影響を
除去するため、水中直達音波到達後からそれの海面での1回反射波が到達するまでの間だけを使用した。

この結果、水中直達音波、海底下の反射面からの反射波に対応する部分の他に、その後にも大きなセンブラン
ス値をとる波群が到達していた。この波群はシングル・チャンネル反射法の記録では明瞭な反射面が見られない
部分なので散乱波と解釈し、一次散乱を仮定して散乱体の位置を推定した。今回の観測の主目的は屈折法による
地殻構造探査であるが、まだデータ解析中で速度構造は求められていないので、ここではLudwig et al.(1975)によ
る速度構造を仮定し、波線追跡法によって散乱体の位置を求めた。その結果、散乱体は海底地震計から南西に約
5.7km、海底から深さ約6.2kmのところに求められた。

この海域は、日本海でも最大級のフリーエアー重力負異常が観測され、沈み込みの開始が示唆されているとこ
ろであり（玉木 1984）、近くには海底活断層も存在している。今回推定された散乱体は小規模な海底断層かもしれ
ない。従来から行われてきた屈折法による解析に加えて、散乱波の解析を行うことにより、より現実的な地殻不
均質構造を推定することができるようになることが期待される。
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